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コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ

て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授

業
の
普
及

な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
た
犯
罪
、
被
害
者
の
危
険
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

青
少
年
に
正
し
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
県
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
く
の
か
、
お
聞
か
せ
を
く
だ

さ
い
。

　　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
加
速
化
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
教

育
現
場
を
含
め
、
社
会
全
体
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

ん
で
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
が
今
ま
で
以

上
に
高
ま
る一方
、
犯
罪
被
害
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
本

県
に
お
い
て
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
県
で
は
、
青

少
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
利
用
す
る
知
識
、

能
力
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身

に
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、県
内
小
中
学
校
、

高
等
学
校
な
ど
に
専
門
講
師
を
派
遣
し
、
犯
罪
被
害

に
遭
う
危
険
性
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
際
の
注
意
事

項
な
ど
を
啓
発
す
る
講
習
会
を
こ
れ
ま
で
か
ら
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
本
年
３
月
に
は
、
県
内

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
と
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
作
成
し
ま
し
た
啓
発
動
画
を
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
放
映
す
る
ほ
か
、
県
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
す
る
な

ど
、
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
専
門
講
師
に
よ
る
講
習
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
５
月
下
旬
で
、
す

で
に
昨
年
同
期
を
超
え
る
要
望
を
学
校
か
ら
受
け
て
お

り
ま
す
。
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
者
す
べ
て
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
成
長
過
程
に
あ
る
青
少
年
は
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
中
で
し
っ
か
り
と
倫
理
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
特
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
県
や

市
町
村
の
教
育
委
員
会
、
県
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
ま
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
金
剛
山
・
葛
城
山
・
二
上
山
な
ど
、
金
剛
葛
城
山
系

は
大
阪
府
と
奈
良
県
の
府
県
境
に
あ
り
、
登
山
道
も
複

数
の
自
治
体
を
ま
た
い
で
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
広
域

的
な
視
点
か
ら
登
山
道
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
奈
良
県
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
の

か
、
お
聞
か
せ
を
く
だ
さ
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
密
を
避
け
た
余
暇
の
過
ご
し
方

と
し
て
、
身
近
な
自
然
の
中
で
の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
奈
良
県
の
素
晴
ら
し

い
自
然
を
来
訪
者
に
満
喫
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
安
心

安
全
な
登
山
道
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
金
剛
葛
城
山
系
の
登
山
道
に
は
、
大
阪
府
と

の
県
境
の
尾
根
筋
を
縦
走
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ

ル
の
ほ
か
、
麓
の
各
所
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
へ

接
続
す
る
登
山
道
が
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ

イ
ル
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
自
治
体
を
通
過
し
、
か
つ
利

用
者
が
集
中
す
る
幹
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
お
い

て
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
令
和

元
年
度
よ
り
、
葛
城
山
頂
付
近
か
ら
南
の
水
越
峠
に
向

か
う
区
間
３
３
３
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
山
頂
付
近
か
ら
北
側
の
区
間
約
４
０
０
メ

ー
ト
ル
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
麓
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
へ
接
続
す
る
各
登

山
道
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
市
町
村
道
、
ま
た
は

里
道
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
各
市
町
村
が
整
備
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。
県
と
し
て
は
、
整
備
が
必
要
な
登

山
道
に
つ
い
て
、
市
町
村
か
ら
の
技
術
的
相
談
に
積
極

的
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
整
備
に
活
用
で
き
る
環
境
省

所
管
の
自
然
環
境
整
備
交
付
金
の
確
保
に
も
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
葛
城
市
に
お
い
て
は
、
は
じ
か
み
工
業
団
地
周
辺
へ

の
企
業
誘
致
に
向
け
た
市
道
整
備
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
ま
た
県
に
お
い
て
は
地
域
の
交
通
の
利
便
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
奈
良
県
の
産
業
振
興
に
と
っ

て
重
要
な
県
道
橿
原
新
庄
線
の
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
が
は
じ
か
み
工
業
団
地

の
東
側
で
実
施
し
て
い
る
県
道
橿
原
新
庄
線
奥
田
工
区

の
整
備
の
進
捗
状
況
と
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
道
橿
原
新
庄
線
奥
田
工
区
は
、
御
所
市
柳
原
か
ら

葛
城
市
を
経
て
、
大
和
高
田
市
奥
田
に
至
る
１
．
１
キ

ロ
の
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
道
２
４
号
や
京
奈
和
自

動
車
御
所
Ｉ
Ｃ
か
ら
葛
城
市
の
は
じ
か
み
工
業
団
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
期
待
さ
れ
る
中
、
現
在
、
整
備
に

向
け
て
県
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
、
御
所
Ｉ
Ｃ
周
辺

産
業
集
積
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

奥
田
工
区
の
う
ち
、
葛
城
市
域
に
つ
い
て
は
改
良
工
事

は
完
了
し
て
お
り
、一区
間
１
０
０
メ
ー
ト
ル
が
共
用
済

で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
所
市
域
に
つ
い
て
は
用
地
買
収
は

完
了
し
て
お
り
、
今
年
度
は
柳
原
西
交
差
点
の
東
側
部

分
や
、
御
所
市
域
の
北
側
部
分
で
擁
壁
工
や
舗
装
工
を

実
施
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。【
裏
面
に
続
く
】

６月定例会 一般質問
6/28

　今般の新型コロナウイルス感染症によりお亡くなりになられたかたがたに、謹んで哀悼の意を
表しますとともに感染されている方々に、心よりお見舞いを申し上げます。また、最前線で治療
やワクチン接種にご尽力いただいている医療従事者をはじめ、関係機関の皆さん、感染拡大防
止にご協力いただいている県民の皆さんには、衷心から感謝を申し上げる次第でございます。
県政報告VOL25では、６月例会での一般質問の内容をお届けいたします。

奈良県議会議員（葛城市選挙区）

西
川
ひ
と
し

会派・自民党奈良会派・自民党奈良会派・自民党奈良会派・自民党奈良

県
道
橿
原
新
庄
線
奥
田
工
区
の
整
備

の
進
捗
状
況
に
つい
て

問

金
剛
葛
城
山
系
の
登
山
道
整
備
に
つ

い
て

問

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ

ー
の
向
上
に
つい
て

問

松
本
健

　
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
長

答

塩
見
浩
之

　
水
循
環
森
林
景
観
環
境
部
長

答

吉
田
春
行

　
文
化
く
ら
し
創
造
部
長

答



国
道
１
６
５
号

大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
の
早
期
整
備
を

　
【
表
面
か
ら
続
く
】長
引
く
コ
ロ
ナ
過
に
よ

り
、県
民
の
生
活
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、コ
ロ
ナ
過
の
終
息
後
に
は
、物
流・

観
光
等
の
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
対

策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、民
間
に
お
け
る
建
設
投
資
の
減
退
を
補
う

観
点
か
ら
も
、防
災・減
災・国
土
強
靭
化
の
推

進
、道
路
整
備
の
加
速
化
な
ど
、将
来
に
向
け
た

投
資
に
戦
略
的
に
取
り
組
む
事
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
、県
土
強

靭
化
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、工

業
団
地
や
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
、県

民
の
安
心
安
全
を
支
え
る
道
路
の
整
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

東
西
交
通
の
大
動
脈
で
あ
る
大
和
高
田
バ
イ
パ

ス
は
、南
阪
奈
道
路
と
繋
が
り
奈
良
県
の
中
南

部
と
大
阪
中
心
部
の
経
済
圏
や
関
西
国
際
空

港
へ
も
ア
ク
セ
ス
す
る
と
と
も
に
、葛
城
市・大

和
高
田
市
等
に
お
け
る
、現
国
道
１
６
５
号
の

交
通
混
雑
の
緩
和
や
、交
通
安
全
を
目
的
に
計

画
さ
れ
た
道
路
で
、現
在
、国
の
機
関
で
あ
る
奈

良
国
道
事
務
所
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

計
画
延
長
、１
４
．４
キ
ロ
の
う
ち
、現
国
道
１
６

５
号
の
香
芝
市
穴
虫
か
ら
葛
城
市
当
麻
寺
交

差
点
ま
で
の
北
側
、約
４
．９
キ
ロ
が
平
成
７
年

度
に
開
通
し
、大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
ラ
ン
プ
の
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ひとしのひとりごとひとしのひとりごと

葛
城
市
太
田
か
ら
、橿
原
市
四
条
町
の
県
立
医

科
大
学
前
ま
で
の
高
架
部
も
、平
成
１
５
年
度

に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
大
和
高

田
バ
イ
パ
ス
と
南
阪
奈
道
路
と
で
、大
阪
と
奈

良
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
、関
西
国
際
空
港
等
か

ら
中
南
和
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
向
上

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
は
、大
和
高
田

バ
イ
パ
ス
ラ
ン
プ
の
葛
城
市
太
田
か
ら
の
北
側
、

当
麻
寺
交
差
点
ま
で
の
区
間
２
．３
キ
ロ
の
み
未

完
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
区
間
が
完
成

し
ま
す
と
、平
行
し
て
い
る
県
道
御
所
香
芝
線

の
渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、奈
良
県

の
中
南
部
と
大
阪
中
心
部
を
結
ぶ
広
域
的
な

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
中
南
和
地
域
に
お
け
る
企
業
立
地
が
進

み
、こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
が
活
性
化
す
る
も

の
と
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、未
完
成
の
２
．３
キ
ロ
の
区
間
に
つ
い

て
、国
は
起
点
側
の
太
田
地
区
か
ら
順
次
用
地

買
収
に
着
手
し
て
お
ら
れ
、太
田
地
区
で
は
約

５
割
の
用
地
買
収
が
完
了
し
て
い
る
と
お
聞
き

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。一方
、終
点
側
の
当
麻

地
区
に
お
い
て
は
、県
道
御
所
香
芝
線
の
交
差

点
形
状
に
つ
い
て
、ま
だ
地
元
の
了
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。一刻
も
早
い
完
成
を
目
指
し
、今
後
も
奈
良

国
道
事
務
所
に
は
、積
極
的
に
事
業
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

要
望

県政　　　　ニュース

　県は７月５日、「奈良県
大規模広域防災拠点整
備基本計画」を策定しま
した。これは「奈良県地
域防災計画」等を踏ま
え、県が整備する大規模
広域防災拠点の在り方や導入すべき機能、施設規模や配置計画、平常時
も含めた活用方法などについて、県の基本的な考え方を取りまとめたも
のです。
　今後発生が予想される「南海トラフ地震」や「奈良盆地東縁断層帯地
震」など大規模災害に備え、県内のみならず紀伊半島エリアを広くカバー
し、救助要員の集結・派遣、救援物資の受入・配送などを担う「奈良県大規
模広域防災拠点」の整備を行うことしています。場所は、紀伊半島の中心
に位置し津波被害の心配がないこと、京奈和自動車道をはじめとする紀
伊半島アンカールートに近接するなど道路交通アクセスが優れているこ
と、近傍に救急医療を担う医療施設等の立地があることなどを踏まえ、奈
良県五條市に整備することとしています。
　現行の広域防災拠点（４施設＝奈良競輪場、第２浄化センター、消防学
校、吉野川浄化センター）は、地震や水害による被災リスクを抱えている
ことから、災害発生時に有効に機能する新たな広域防災拠点の整備が必
要となりました。
　的確な災害救援活動のため、大量かつ迅速な人員・物資の輸送を実現
し、最新の大型輸送機と多数のヘリコプターが離発着できる2,000ｍ級
滑走路や、１万人規模の人員を収容するベースキャンプ・航空機輸送と連
携した航空搬送拠点臨時医療施設(SCU)も設置します。

五條市に大規模広域防災拠点

2000m級の滑走路も整備する。

〇…この県政報告が皆さまのお手元に届く頃には
東京オリンピック・パラリンピックが開催されてい
ることと思います。新型コロナウイルス感染症の
影響を受けて、延期されていたものですが、いざ
開幕となるとすったもんだの議論となり、国論を２
分するような勢いでした。
〇…いろんな意見があることはまた、健全な民主
主義社会であるともいえますが、いずれにしても
決定した以上は、今までの事は、いままでの事と、
割り切り開催を成功へと導く努力も必要ではない
かと思います。
〇…オリンピックほど派手ではありませんが、奈良
県の最北端で行われた奈良市長選も熱い戦いが
繰り広げられました。現職に新人４人が挑むという
異例の構図となりました。いずれにしても争点であ
る火葬場やゴミ処理施設が今後どうなっていくの
か、個人的にも興味深いところです。
〇…一方、奈良の南では地域の方々の頑張りによ
って「にっぽんの宝物　JAPANグランプリ」にて
事業者の方々が優秀な成績を納められました。こ
ちらは何も考えずに拍手喝采です。
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